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目的 

健康寿命の延伸のため、生活習慣病予防と高齢期の介護予防を目標として、以下のテ
ーマを本研究の目的とする。 
無作為標本 25 年追跡調査により、骨粗鬆症性骨折が動脈硬化のリスクを高めるか検
討し、骨・血管連関に基づいた最近の知見を加味した骨折リスク評価モデルの開発を行う。 

内容 

骨領域疫学研究最長 JPOS 研究の 25 年次追跡調査に際し、以下の目的を達成する。 
１．15 年間の動脈硬化進展に対する、既存骨折・骨密度低下並びに新規骨折の影響を明
らかにする。 
２．心血管疾患発生リスク評価モデルに、予測要因を新たに加え、心血管疾患発生リスク

に与える骨折の影響の大きさを明らかにする。 
３．骨折リスク評価モデルに、心血管疾患既往・発症、骨・血管関連指標を加え、影響評価

を行う。 

以上により、骨・血管連関に基づいた最近の知見を加味したリスク評価モデルに基づいた、

個々人のリスクに対応した予防策立案に繋げる。 
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